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研究成果の概要（和文）：　第一に、研究の基礎となる史料について、安川家資料の第３次受入分の整理を行
い、また麻生家文書の「未整理」資料群について概要調査を行い、安川敬一郎（安川・松本家）と麻生太吉（麻
生家）に関する古文書資料の全体像を明らかにした。
　第二に、資料調査や各自の研究の成果を「研究成果報告書」（全209頁）にまとめた。史料整理の成果に加え
て、第一次世界大戦後における安川・松本家の事業活動や資産運用、安川・松本家や麻生家の地域政治への関わ
り、安川の能楽愛好と支援について詳細に分析した成果を収録した。

研究成果の概要（英文）：First of all we organized the third part of Yasukawa family documents and 
the unsorted Aso family documents, examined and clarified them totally.
Next the results of the material survey and each research work are summarized in the“results 
report”（total 209 pages）. We analyzed in detail the business activities and asset managements of 
the Yasukawa-Matsumto famiry after World WarⅠ,the relation and the role to the regional politics of
 Keiichiro Yasukawa and Takichi Aso in the Meiji and Taisho eras,and the love of Yasukawa Keiichiro 
to the performing art Noh respectively.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
筑豊の炭鉱業を中心に地方財閥に成長した安川敬一郎（安川・松本家）と麻生太吉（麻生家）に関する古文書な
ど歴史資料の全体像を明らかにし、今後の活用の可能性を増進した。またそうした資料を活用して、彼らの事業
活動や資産運用、政治的活動や役割、文化的活動について詳細な分析を行った。これらの成果を研究成果報告書
にまとめた。
それにより、主題の「企業家のネットワーク」の多様なありようは表現、動態についても従来の研究にはない方
法と内容で切り込み、豊富な資料群にも支えられて、今後のさらなる研究の可能性を提示することができた。








